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小笠原諸島父島におけるムニンノボタンの種子散布者

川上和人

森林総合研究所多摩森林科学園.〒193-0843東京都八王子市廿里町1833

はじめに

ムニンノボタン/Wasromare”meﾉz"刀は東京都小笠原諸島父島列島のみに自生するノボタン科

ノボタン属の植物で,レッドデータブックにおいて絶滅危’倶IA類に分類されている(環境庁2000)．

本種は父島列島の父島および兄島に自生していたと考えられているが(豊島1937)，その後の兄島

での調査では確認されていない(加崎1992)．父島では,戦前においても東平地域において少数

が自生していたのみと報告されており(豊島1937)，その時はすでに個体数が多くはなかったと考え

られている．1970年代には野生株は東平地区においてｌ個体が確認されていただけが，1993年に

東海岸地区において200株以上の個体を含む新群落が発見された(小野1993)．しかし,この新個

体群の個体数もその後の枯死により30株余りに減少し(下園1999)，またこれら以外には野生株は

見つかっておらず,本種の保全の必要‘性がこれまでに多くの研究者により指摘されている(ａｇ清

水1997,下園1999)．

ムニンノボタンは森林の撹乱により一時的に出現する環境に適応し,好適な生息地を転々と移動

することで個体群を維持していると考えられる(清水1997)．このような戦略をとる植物にとって,種

子が森林内にまんべんなく頻繁に散布されることが,個体群を維持するうえで非常に重要である．

本種と同属でアジアに広く分布するＭｍａ肋az加ｂ”の種子は,鳥類により頻繁に散布されており

(川上未発表)，本種も烏散布植物である可能‘性が高い.しかし,これまでに本種の種子散布に関

する実証的な証拠はなく,個体数が減少したことで本来種子散布を担う烏が飛来しなくなった可能

性も指摘されている(清水1997)．ムニンノボタンは,人工栽培個体の現地への植え戻し事業が行

なわれているが(岩槻･下園1989)，将来的には自然状態での更新が復元されることが期待される．

このため,本種の種子散布者を明らかにすることは非常に重要である.そこで,本研究では,ムニン

ノボタンの果実を採食している種とその出現頻度を明らかにすることを目的とした．

方法

ムニンノボタンの果実は堅い果皮におおわれており,種子が熟した後に開裂,果肉部分が露出し

鳥類が採食可能になる(Fig.１：種子の直径は約0.6ｍ)．そこでまず,果実の被食頻度を明らかに

するため,ムニンノボタンの開裂果実数および果肉に食痕がある果実数を記録した.この調査は
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